
ライオンズクラブ国際協会は世界209の国または地域、133万人のメンバーを擁する世界一の奉仕団体です。

ライオンズクラブ国際協会
一般社団法人神奈川・山梨・伊豆大島 330-B地区ライオンズ

http://www.lions330-b.gr.jp/

2025〜2026年度

LIONS CLUBS INTERNATIONAL DISTRICT 330-B JAPAN
●
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
・
小
会
議
よ
り

●
ワ
ー
ル
ド
ラ
イ
オ
ン
ズ
奉
仕
デ
ー
10
月
５
日（
日
）



上石田ベース本　社

64



1
2

14

15
16

18
19
20

21

22

23

24

ガバナーズメッセージ
森川吉孝ガバナー公式訪問
合同例会及び小会議
2025〜2026年度
委員長ご紹介
新入会員ご紹介
ワールドライオンズ奉仕デー
・森川ガバナー同行記
・内藤第1副ガバナー同行記
・井田第2副ガバナー同行記
YCE・国際協調委員会
2024～2025年度夏期活動報告
女性・若手特別（WYPT）委員会
小児がんの子どもたちへウィッグ贈呈
第41回イングリッシュ・スピ
ーチ・コンテスト◦小田原LC
クラブレター
◦横浜金港LC
◦北杜LC ◦横浜鶴見西LC
編集後記

2025〜2026年度

国際会長テーマ

国際会長

A.P. シンL
（インド　コルカタ）

リーダーシップこそ奉仕、
奉仕こそリーダーシップ。

ガバナーテーマ

第61代地区ガバナー

（2R-3Z　横浜サンセット21LC）

L　森　川　吉　孝

●ガバナー公式訪問合同例会・小会議より

　皆様こんにちは。ようやく秋の風が吹き始めた今日この頃ですが、ライ
オンズクラブ活動に勤しんでいらっしゃることと存じます。
　さて、8月26日に6Rから始まったガバナー公式訪問は、9月30日に
2Rのガバナ―公式訪問をもって全て終了いたしました。
　今回は小会議には、クラブ会長・第1副会長に出席していただき、会員拡
大への取り組みとアクティビティを中心にお話をいただきました。アクテ
ィビティはどのクラブも充実されていると感じました。新しいものにチャ
レンジされているクラブも多くあり、複数のクラブでアクティビティを一
緒にされているクラブも多くなり、ライオンズクラブの魅力になると思い
ました。しかし、会員拡大にはご苦労されているクラブが散見されました。
　会員拡大を得意にしているクラブもあります。アクティビティを得意と
しているクラブもあります。それらの活動をホームページやスマイル誌等
にできる限り掲載して330-B地区内で情報を共有してまいります。ぜひ、
成功事例等の活動報告をキャビネット事務局まで投稿してください。
　メンバーの皆様には楽しい例会、アクティビティを通して、ライオンズ
クラブ活動をどんどん盛り上げていきましょう。
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ガバナー公式訪問
合同例会及び小会議

小会議
　10Rのガバナー公式訪問合同例会・
小会議は、8月28日（木）甲府市のア
ピオ甲府で開催された。
　始めに、森川吉孝地区ガバナーは挨
拶で「 今期のガバナーテーマは『 つな
ぐ 』リーダーシップと奉仕、サブテー
マ「 絶対やるぞ、会員拡大 」ミッショ
ン1.5であります。『 つなぐ 』とは、他
の団体・行政との交流を深めていただ
き、さらに、各クラブ間でも交流・関
わりを持つことです。そして、各クラ
ブのアクティビティを強力に推し進め
ていただきたい。その手段として、新
たにアクティビティ訪問カードを配布
します。このカードの10項目を埋め
ていただければ、ガバナープレゼント
を差し上げます。私は、アクティビテ
ィなしでは、会員拡大はできないと考
えております。さらに、会員拡大では、
各クラブで女性会員を1名以上入会さ
せていただきたい 」と話された。

◦竜王LC  小林 力会長
『 情熱・信念・思いやり・感謝の心で奉仕 』
◦甲府北LC  坂本信康会長

『 今を頑張ろう 』
◦甲府舞鶴LC  篠原元基会長

『 NO SERVE NO LIFE 〜奉仕無しで
は 生きていけない！〜 』
◦甲府シティLC  本道 勝会長

『 地域社会との共生 』
◦甲府中央LC  林 昌明会長

『 ONE TEAM ONE DREAM』
◦甲府南LC  長田 均会長『 原点回帰 』
◦甲府富士LC  藤巻裕樹会長

『 原点から未来へ 』〜みんなで基本に
立ち返り　みんなで未来を考える〜

　各クラブとのディスカッションでは、
まず、甲府LC藤田尚晋会長は「 今期の
テーマは『 真の奉仕 』です。その達成
のためには、奉仕の手を増やすことで
す。同志を増やし、他の団体との連携
を推し進めていきます。今期の会員拡
大は目標8名ですが、すでに3名が確
定し、学生会員5名も決まっておりま
す。今期中に十数名の会員拡大を目指
し、3年以内に100名位のクラブにし
たい 」と目標を掲げた。これを受けて
森川ガバナーは「 ぜひ100名に挑戦し
てほしい 」と激励された。
　続いて、各クラブの会長から順に

「 今期のテーマ 」の説明があった。
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◦甲府若葉LC  長田 晃会長
　『 次世代へつなぐ思いやりのバトン 』
　〜今の奉仕が未来を育む継承と創造
のメッセージ〜
◦韮崎LC  守屋 久会長

『 ちょっと素敵なライオンズ 』
◦南アルプスLC  土橋秀徳会長

『 Smile』〜楽しんでいますかLC〜
◦北杜LC  長田誠治会長

『 繋げよう 』 ライオンズの心 明るく楽

　森川ガバナーを先頭に、キャビネッ
ト役員、随行員の方々が入場され、会
場全員の拍手でお迎えした。ガバナー
の着席後、合同例会は竜王LC・小林会
長の開会ゴングで開始された。開会の
挨拶、国歌ならびにライオンズヒム斉
唱、物故ライオンに対し黙祷、ライオ
ンズの誓い、ガバナー・地区役員の紹
介、各クラブの紹介と進んだ。
　平賀新也10RCの歓迎の挨拶では

「 私はこの2年間、第1・第2副地区ガ
バナーに同行していたが、『 ガバナーが
やると言ったら絶対やる 』という気持
ちが伝わりました。私たちもしっかり
付いていきたいと考えております 」と
話された。続いて、森川ガバナーは「 倉
田雅史前地区ガバナーの会員拡大を引
き継ぎ、さらに力強く推し進めます 」
と挨拶された。
　森川ガバナーより、今期A.P.シン
国際会長の映像とともに国際会長テー
マ『 Lead to Serve, Serve to Lead

（リーダーシップこそ奉仕、奉仕こそリ
ーダーシップ。）が紹介され、引き続い
て、ガバナー活動方針の説明があった。
　次に贈呈式が行われ、森川ガバナー
より、各クラブ、新入会員とスポンサ
ー、LCIF・MJF寄付者、事務局員へそ
れぞれ記念品が贈呈された。
　幹事報告後、ライオンズローア、ま
た会う日までと続き、閉会の挨拶後、
身延LC・稲葉会長の閉会のゴングで終
了した。
　取材・撮影：地区ニュース

副委員長　L長坂　　正

しい団結力でWe Serve
◦身延LC  稲葉政信会長

『 新たなメンバーと縁結び 』
◦山梨中央LC  林 玉蘋会長

『 ウィ・サーブ 』

合同例会
　午前の小会議に続き、13時30分か
らは合同例会が、10Rの14クラブ、
189名の参加者で盛大に開催された。
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　8月26日（火）、富士屋ホテルにて
6Rガバナー公式訪問および小会議が
開催された。
　14時から行われた小会議は開会の
言葉で、内藤修也第1副地区ガバナー
の挨拶から始まり、キャビネット役員、
出席者の紹介が行われた。続いて、森
川吉孝地区ガバナーから挨拶と地区活
動方針が伝えられ、会員拡大とLCIFに
対しての方針を述べられた。
　その後、森川ガバナーと各クラブ会
長がディスカッションを行い、クラブ
テーマ、アクティビティなどについて
意見交換を行い、アクティビティの内
容、会員拡大状況などについて討論し
た。各クラブからは「 他クラブとのア
クティビティについて 」「 新しい会員
の育成 」「 女性会員拡大 」「 LCIFにつ
いて 」「 キャンパスクラブの立ち上げ 」

「 献血量のかさ上げ 」「 キャビネット奉
仕デー」などについてのテーマが上が
り話し合った。
　小会議は、井田 渉第2副地区ガバナ
ーの閉会の言葉で終了した。
　会場を移して合同例会へ入り、森川
ガバナーから国際会長方針および活動
方針について映像を見ながら説明があ
った。次に、石橋昭仁GET地区コーデ
ィネーターによる拡大ロールプレイン
グなどを行った。
　その後、各委員会とクラブ報告を行
い、懇親会では和やかな雰囲気の中、
他クラブとも交流をして楽しい時間を
過ごした。
　最後は、会長の先導による全員のロ
ーアで閉幕となった。
　取材・撮影：地区ニュース

委員　L山口　貴弘
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　11Rガバナー公式訪問合同例会が8
月29日（金）甲州市勝沼ぶどうの丘で
開催された。
　小会議が三浦直樹キャビネット副幹
事の司会で開始された。森川吉孝地区
ガバナーから挨拶と地区活動方針につ
いて話があり、ミッション1.5「 会員
拡大 」と100ドルの寄付「 LCIF」を
中心に、クラブ活動を楽しく行ってほ
しいと話された。
　続いてのディスカッションでは、各
クラブより会長テーマが発表された。

  2Z
◦富士吉田LC  三井康夫会長

『 愛と勇気 』
◦河口湖LC  坂本龍次会長

『 笑顔の奉仕 』
◦富士吉田中央LC  井上光江会長

『 We Serveの輪を次世代へ 』
◦山梨富士さくらLC  古屋良雄会長

『 未来（明日）につながる奉仕の力
　継続こそが力なり 』

  3Z
◦都留LC  駒田和也会長

『 つなぐ奉仕、つながる未来！』
〜人の輪が生む、温かな未来〜
◦上野原LC  車 淳泰会長

『 OMOIYARI』
◦甲州富士山LC  小松英一会長

『 We Serve』
　会長テーマの選定理由や活動方針、
会員拡大について森川ガバナーとの有
意義なディスカッションが行われた。
　会場を移し、内田博彦11RSの司会
で合同例会が行われた。
　地区ガバナー歓迎の挨拶では、内田
宗英11RCから「 一番ぶどうの出荷が
多く、一番活気のある時期にお越しい
ただきうれしく思う。素晴らしい眺望
を楽しんでいただきたい 」と話された。
　森川ガバナーの挨拶では、「 会員拡
大 」と「 LCIF」についての説明と協力
のお願いをされた。
　記念品などの贈呈が終わり、和やか
な合同例会はあっという間に時間を迎
えた。三浦 勝2ZCのゴングで閉会し、
拍手の中、森川ガバナーならびに地区
役員が退場された。
　取材・撮影：地区ニュース

副委員長　L中西　将志

  1Z
◦塩山LC  雨宮眞司会長 

『 全員主役 〜7時だよ〜 』 
◦山梨LC  武井正英会長

『 改革・進展 会員増強 』
〜幼少期の子供達のスポーツを支援し、
良い地域環境を創ろう〜
◦笛吹LC  丸山治彦会長

『 さあやるぞ、明るく元気に
　We Serve』
◦勝沼・大和LC  大竹敏彦会長

『 会員増強 世代交代 』
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　９月3日（水）９Rのガバナー公式訪
問小会議がメルキュール横須賀にて行
われた。
　森川吉孝地区ガバナーの冒頭挨拶で
は、今期の国際会長のテーマと活動方
針の発表や会員拡大・札幌OSEALフ
ォーラム・LCIF100ドル献金について
のお話を皮切りに会議が始まった。
　森川ガバナーから、今期のテーマ、
女性会員の入会状況、今期会員がどの
くらい増えるのか、また今期の取り組
みについて質問があり、各クラブ会長
が報告した。
　各クラブともいろいろな課題を抱え
ているが、特に会員拡大には難色を示
した。女性会員の入会が見込めるクラ
ブや、もともと女性が多いクラブは会
員が増えそうだが、男性のみのクラブ
は努力するという回答であった。
　各クラブの今期の取り組みに関して
は、ガバナーからも依頼のあったクラ
ブ合同でのアクティビティを取り入れ
ていくクラブもあれば、独自のアクテ
ィビティ開催を考えているクラブや、
毎年行われている献血活動・青少年育
成活動を引き続いて行っていくなどが
あげられた。
　今期の最大のミッションは会員拡大
ということで、石橋昭仁GET地区コー
ディネーターからパンフレットを使用
した会員勧誘や声掛けの大事さの話を
軸に「 一丸となって、会員拡大の目標
を達成しましょう 」と熱い言葉をいた
だいた。
　小会議後は合同例会が開催された。
　ガバナー歓迎の挨拶で、山中 健9RC
より各ライオンを一言添えて紹介いた
だいた。森川ガバナーは各クラブに向
けて、今期のテーマと取り組みや会員

拡大の重要性について改めて力を込め
て挨拶され、他の団体からの鞍替え加
入も大いに歓迎など、今期の「 絶対や
るぞ、会員拡大 」ミッション1.5を強
調した。
　その後、森川ガバナーより新入会員、
スポンサー、クラブ事務局員へ記念品
贈呈。クラブ・個人からのLCIF献金は、
山中9RCから森川ガバナーに目録を贈
呈。合同例会は閉会した。

　懇親会は内藤修也第１副地区ガバナ
ーからの挨拶と井田 渉第２副地区ガバ
ナーの乾杯の挨拶にて開始された。
　ラッキーカード抽選会では地元なら
ではの景品をいただき、活気あふれる
懇親会となった。
　取材：地区ニュース

委員　L髙橋真樹子
　撮影：  〃  アドバイザー　L中井　弘明
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　9月10日（水）15時より新横浜グレ
イスホテルにおいて3Rガバナー公式
訪問小会議が開催された。
　3Rは、前期まで4ゾーン13クラブ
であったが、今期より2ゾーン12ク
ラブに再編されて最初のガバナー公式
訪問である。

テーマ『 つなぐ 』ですが、各クラブ同
士アクティビティなどで交流をしてい
ただきたい。そういったつながりを持
つことで、新しい発見もあり、会員拡
大にもつながっていくと思っておりま
す 」と挨拶した。
　その後各クラブとのディスカッショ
ンとなり、クラブ会長や第1副会長よ
りさまざまな意見やクラブの特色など
の紹介があった。
　やはり「 献血奉仕活動 」「 盲導犬育
成募金 」「 薬物乱用防止教室 」「 子ど
も食堂支援 」などのアクティビティが
多かったが、中には「 ほおずき市 」や

「 あさがお市 」「 慈善茶会 」「 もちつ
き 」「 バザー」などのチャリティー奉
仕を行うクラブや、青少年育成として

「 少年少女野球大会開催 」や「 植樹 」
「 地域施設へもみの木配布 」などもあ
った。また、高齢や体調不良などでや
むを得ず退会したメンバーでOB会を
作り、絆をつなげているというクラブ
もあり、各クラブで特色のあるアクテ
ィビティを行っていることがうかがえ
た。
　また今期周年記念式典を予定してい
るクラブも5クラブあった。
　続いて小松和芳3RCの所感総括があ
り、井田 渉第2副地区ガバナーの閉会
の言葉で小会議を締めくくった。
　その後、移動休息を挟み「 ガバナー
公式訪問合同例会 」が開催された。
　メンバーは久々の親交を温めあい、
会員拡大への強い思いを再確認した夜
となった。
　取材：地区ニュース

副委員長　L田中　準二
　撮影：キャビネット副幹事

L會田　勝規 

　内藤修也第1副地区ガバナーの開会
の言葉で始まり、森川吉孝地区ガバナ
ーは「 前期からのテーマ『 ミッション
1.5 』は今期以降も続きます。会員拡
大は継続的なテーマであります。ぜひ
今期は各クラブで女性会員を1名増や
していただきたい。また、今期の私の
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●左から日原4R-2ZC、森川ガバナー、中谷4RC、木村4R-1ZC

●
Ｍ
Ｊ
Ｆ
献
金
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ン
バ
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　4Rガバナー公式訪問が、9月16日
（火）川崎日航ホテルにて開催された。
　15時30分からの小会議は内藤修也
第1副地区ガバナーの開会の言葉で始
まり、森川吉孝地区ガバナーが今期テ
ーマの説明を行った。続いて石橋昭仁
GET地区コーディネーターからミッシ
ョン1.5に向けた方針説明、鈴木 忍キ
ャビネット幹事、三井寿浩キャビネット
会計からキャビネット報告が行われた。
　小会議では事前アンケートに沿って、
テーマ、アクティビティ、女性会員の
動向、会員拡大について各クラブとデ
ィスカッションを行った。
　会長テーマは会員拡大、退会防止を
中心とするテーマが多く、ガバナーか
ら昨年の333-A地区（新潟県）で退会
防止が功を奏し100名以上の会員増
加を達成したという事例が紹介された。
会員拡大については、新入会員の招請
はできるが、退会しないようにさまざ
まな工夫が必要ではないかとの意見に、

「 魅力的な例会のために3分間スピー
チの実施とプレゼントの用意をしてい
る 」「 合同例会の開催、アクティビテ
ィ訪問でクラブの交流を深める 」など
各クラブの対応策が述べられた。また、
女性会員に対しての抵抗感や年間20
万円の会費での招請が難しいので、ク
ラブ支部を活用して会員拡大を計画し
ているクラブが多数見受けられた。

　アクティビティとして、LCIF、献血、
薬物乱用防止、少年野球、公園清掃、
イングリッシュ・スピーチコンテスト、
グラスドネーションなどが挙げられて
いたが、会員増強のためには魅力ある
アクティビティを考える必要があると
の意見も出ていた。
　最後に、中谷克宏4RCが「 今期の顔
ぶれを見るとベテランの素晴らしいメ
ンバーが集まっている。今のトレンド
は支部結成ですが、実質が伴わないの
では意味がない。そこのところを踏ま
えて活性化できたらいい。若返りを図
りたいですね 」と締めくくり、井田 渉
第2副地区ガバナーの閉会の言葉で小
会議は終了した。
　18時からの合同例会では、歓迎の挨
拶 で 中 谷RCが「2025年 は4R・5R
の再編と複数クラブの統合が実行段階
に入ります。変化には不安も伴います
が、それは成長と前進のための第一歩。
森川ガバナーの方針を受け止め4Rが
一丸となって取り組んでまいります 」

と決意を表明され、森川ガバナーは
「 今期のミッション会員拡大とLCIFの
寄付、さまざまなクラブや他団体との
交流につながるアクティビティをお願
いしたい 」と語られた。
　その後、国際会長ならびに地区ガバ
ナーの活動方針が発表され、新入会員・
スポンサー、事務局員への記念品贈呈、
LCIF・MJF寄付者の表彰が行われ閉
会となった。
　懇親会では、石田真一元地区ガバナ
ーが「 井田ガバナーになる頃には4R
を500人以上にしたい 」と挨拶し、安
達成功元地区ガバナーは「 増やすのは
貯金と同じで出さなければいいんです
よ。退会者を0にする努力をすれば増
えます 」と話された。
　山本直正元地区ガバナーの乾杯の挨
拶「 We Serve !」で始まった懇親会
は、ラッキーカード抽選会などもあり、
リジョン内の懇親を深めて閉宴した。
　取材・撮影：地区ニュース

副委員長　L野田　　覚
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　9月17日（水）、ホ テ ルARU KSP
にて5Rガバナー公式訪問合同例会・小
会議が開催された。
　15時30分から行われた小会議は、
内藤修也第1副地区ガバナーの挨拶か
ら始まり、キャビネット役員、出席者
の紹介が行われた。その後、森川吉孝
地区ガバナーから挨拶と今期のテーマ

『 つなぐ 』リーダーシップと奉仕、サ
ブテーマ「 絶対やるぞ、会員拡大 」ミ
ッション1.5に基づき地区活動方針が
伝えられ、会員拡大とLCIFについて力
強く語られた。
　また、石橋昭仁GET地区コーディネ

　森川ガバナーより「 会員数が少ない
クラブは運営が難しいと思われるが、
楽しみながら笑顔で参加できる例会・
アクティビティを企画してもらい、若
者会員および女性会員を増やして会員
拡大につなげていってもらいたい 」と
の話があった。
　その後、井田 渉第2副地区ガバナー
からの閉会の挨拶で約2時間の小会議
が終了した。
　小会議後、18時から合同例会と懇親
会が行われた。
　森川ガバナーより国際会長の方針な
らびに活動方針（LCIFおよび会員拡
大）について詳細な説明があった。
　新入会員ならびにスポンサーへの記
念品贈呈式では、今回4名の新入会員
が紹介された。5R全体としては少ない
と思うが、新入会員が入会しているク
ラブもあるので、これからも各クラブ
とも地道に会員拡大に力を入れていく
必要があると感じた。
　また懇親会では、5R-2Z川崎富士見
LC所属の井田第2副ガバナーの乾杯の
挨拶があり大いに盛り上がった。
　他クラブとの交流をして楽しい時間
を過ごし、全員でのローアの後、手を
つなぎ大きな輪になって「 また会う日
まで 」を熱唱して閉幕となった。
　取材：地区ニュース

委員　L池上　　仁

ーターより中長期会員拡大の継続およ
び新クラブ結成についての補足説明が
あった。
　キャビネット幹事・会計報告の後、森
川ガバナーと各クラブ会長、第1副会
長、幹事とディスカッションを行った。
　 各 ク ラ ブ 会 長 よ り「 会 長 テ ーマ 」

「 アクティビティ」「 会員拡大目標 」に
ついて説明を行い、森川ガバナーから

「 女性会員拡大 」「 会員年齢を下げる 」
「 LCIFについて 」「 他クラブとの横の
連携を深める 」「 会員拡大目標を上げ
る 」「 例会の出席率 」等について質疑
があった。
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　9月18日（木）15時から1Rガバナ
ー公式訪問合同例会・小会議がヨコハ
マグランドインターコンチネンタルホ
テルにて開催された。
　内藤修也第1副地区ガバナーの開会
宣言により小会議が始まった。
　冒頭で『 つなぐ 』リーダーシップと
奉仕を掲げる、森川吉孝第61代地区
ガバナーは「 他団体と深く関わってい
ただき、他のクラブとのエクステンシ
ョン、アクティビティを実行してほし
い。またLCIFの100ドル献金、それ
に、7・8・9月で女性会員を各クラブ
1名以上の入会をお願いします 」と述
べた。
　小会議は1Zの横浜LCから始まり、
横浜山手LC、横浜梅櫻LC、横浜金港
LC、横浜中LC、横浜東LCと続いた。
1Zは突出して横浜金港LCと横浜中
LCのメンバー数が多く全体で253名、
4Zで構成される1Rの全体数432名
の大半がこの1Zに入っているのが現
状である。
　2Zは横浜中央LC、横浜伊勢佐木
LC、横浜元町LC、合計45名。3Zは
横浜瀬谷LC、横浜BayCity LC、横
浜中央市場LC、新横浜LC、横浜・川
崎レインボーLCの合計66名。4Zは
横浜みなと−馬車道LC、横浜みなとマ
リンLC、横浜みなとみらいLCの合計

68名。各クラブとも特色あるアクティ
ビティを実施しているが、高齢化によ
る平均年齢のアップにより、いくつか
のクラブでは苦しい状況にある。その
中でも皆努力して、独自の路線を歩ん
でいるのがうかがえた。
　総評として、森川ガバナーは「 各ク

ラブの皆さん控えめな様子でしたが、
会員拡大をよろしくお願いします 」と
最後に力強く語った。
　取材：地区ニュース

副委員長　L新井　宏次
　撮影：　　〃　　

アドバイザー　L近野　照彦
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　8Rガバナー公式訪問が、9月19日
（金）小田急ホテルセンチュリー相模大
野にて開催された。
　14時30分からの小会議は内藤修也
第1副地区ガバナーの開会の言葉で始
まり、出席者紹介に続き、森川吉孝地
区ガバナーは挨拶で「 今期はテーマと
して『 つなぐ 』リーダーシップと奉仕
を掲げています。さまざまなクラブと
のつながりを持ってアクティビティを
盛り上げてください。8Rは大きなリジ
ョンになりましたのでこれを活かしな
がら、他のリジョン、他団体とも交流
を深めてください。ライオンズクラブ
は、奉仕だけではなく、交流を含め人
間力の向上、人間関係の構築の一助に
もなります。その辺りを話して会員拡
大をお願いします 」と語られた。

乱用防止教室の開催、野球・サッカー大
会、各種イベントでの売上の寄付、体
験事業なども挙げられていた。他にも、
地域社会貢献活動として清掃活動、植
栽活動、点検活動などに従事するクラ
ブも見受けられた。ガバナーからは他
クラブのアクティビティへも参加して
交流を深めてほしいとの話があった。
　会員拡大についてはできない目標を
掲げることを嫌い、今期目標2名とい
うクラブが多かったが、そのたびにガ
バナーから「 目標は高く、5名以上を
目標としてください 」との激励が入っ
ていた。高齢化の進んでいるクラブも
あり若手会員に入会を勧める必要があ
るとのクラブが多かったが、順調に会
員拡大ができているクラブもあった。
女性会員の拡大については、8リジョ
ンのクラブは比較的女性が多いので抵
抗感は少なく、男女を問わず会員拡大
が必要なクラブが多かった。
　最後に丸山正浩8RCより所感として

「 各クラブ特色のあるアクティビティ
を継続されています。奉仕は続けるこ
とに意義があります。そして私たちの
活動が地域に浸透し認知されることで
名前が覚えられていくことになります。
メンバーが減少する中で活動が制約さ
れてしまいますが、メンバー同士の楽
しい交流を知ってもらうことや私たち
の活動を見て賛同していただける方を
見つけていけば、ミッション1.5も難
しくありません。皆さんのお力を借り
したいと思います 」と締めくくられ、
井田 渉第2副地区ガバナーの閉会の言
葉で2時間にわたる小会議は終了した。
　取材：地区ニュース

副委員長　L野田　　覚
　撮影：　　　　   8RS　L塚野　浩幸
　　　　8R-3Z　相模原LC

L渡邉　真人

　続いて、石橋昭仁GETコーディネー
ターのミッション1.5に向けたGETチ
ームの方針説明、鈴木 忍キャビネット
幹事、三井寿浩キャビネット会計から
キャビネット報告が行われた後で、ク
ラブ会長、第1副会長とのディスカッ
ションが行われた。
　各クラブ会長からテーマ、アクティ
ビティ、女性会員の動向と会員拡大に
ついてお話しいただいた。
　会長テーマは、各クラブの会長がク
ラブのことを考え、思いを込めて決め
られていた。奉仕活動、未来へ向けた
ものや会員拡大などのテーマが多かっ
た。アクティビティについては献血、
盲導犬募金は多数のクラブで開催され
ていた。また青少年健全育成として子
ども食堂、児童養護施設の慰問、薬物
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　9月25日（木）、秋晴れのもと、レ
ンブラントホテル厚木にて7Rガバナ
ー公式訪問が開催された。
　15時30分からの小会議は、内藤修
也第1副地区ガバナーの開会の言葉で
始まり、森川吉孝地区ガバナーが地区
活動方針を丁寧に説明。続いて鈴木 忍
キャビネット幹事、三井寿浩キャビネ
ット会計から報告が行われ、各クラブ
代表との間で熱のこもった意見交換が
行われた。
　会長テーマでは「 笑顔 」を掲げるク
ラブが最も多く、互いの信頼とつなが
りを大切にする姿勢がうかがえた。
　アクティビティについては、継続事
業に加え、地域に根差した新たな取り
組みも複数報告され、なかでもレモネ
ードスタンドや農福連携事業など、社
会的な広がりを持つ活動に注目が集ま
った。また、平塚湘南LC（35周年）、
伊勢原LC（60周年）、厚木LC（60周
年）、厚木さつきLC（45周年）、厚木
もみじLC（40周年）と、節目を迎える
クラブも多く、周年事業への意気込み
が語られた。
　会員拡大については、控えめな目標
設定のクラブも見られたことから、森
川ガバナーより「 目標は高く 」との呼
び掛けがあり、近隣大学との連携によ
る支部設立など、新たな視点からの提
案も示された。

　大山 学7RCは「 奉仕こそライオン
ズの原点。能登半島地震の募金活動で

『 ライオンズなら安心だ 』との声をい
ただき、その名の重みを実感した 」と
語り、井田 渉第2副地区ガバナーの閉
会の言葉で、小会議は温かな拍手のう
ちに締めくくられた。
　その後の合同例会では、国際会長お
よび地区ガバナー活動方針の紹介、記
念品贈呈や表彰が行われ、続く懇親会

ではクラブ間の絆を深める和やかな時
間が流れた。
　最後に、伊勢原ひかりLCの菅 昭仁
会長が「 ともに頑張りましょう 」と呼
び掛け、会場は拍手に包まれた。盛会
のうちに幕を閉じ、参加者それぞれが
次の奉仕への思いを新たにした。
　取材：地区ニュース

委員　L渡部　　亮
　撮影：　 〃　　副委員長　L野田　　覚
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　9月30日（火）、6リジョンを皮切り
に始まった地区ガバナー公式訪問合同
例会・小会議は、森川吉孝地区ガバナ
ーのお膝元、2R内にある中区山下町の
ロイヤルホールヨコハマにて開催され、
小会議は14時30分より始まり13ク
ラブの会長、第1副会長が出席。
　森川ガバナーは今期のテーマ『 つな
ぐ 』リーダーシップと奉仕、サブテー
マ「 絶対やるぞ、会員拡大 」ミッショ
ン1.5 、会員拡大のブラッシュアップ、

A.P.シン国際会長が打ち出した全世
界で一斉に行われる支援活動「 心の健
康とケア 」（2025年10月4日〜12
日）、「 食 料 支 援 」（2026年1月3日
〜11日）、「 環境保全 」（2026年4月
18日〜26日）にも触れ、メンバーが
一丸となって奉仕に取り組んでいくよ
う鼓舞した。
　続いて、平賀新也LCIF地区コーディ
ネーターとLCIF・（公財）日本ライオン
ズ委員会の服部忠男副委員長からLCIF
の説明と寄付のお願い、石橋昭仁GET
地区コーディネーターから会員招請の
ツールと活用についてのお話があった。
　その後表彰と記念品の贈呈が行われ、
懇親会では交流を深め「 絶対やるぞ 」
が見えた公式訪問合同例会・懇親会で
あった。
　森川ガバナー、随行員の皆様お疲れ
様でした。
　取材・撮影：地区ニュース

アドバイザー　L中井　弘明

アクティビティの充実を講説。これを
受けて事前アンケートはあったが、各
会長、第1副会長は今期の会長テーマ
と目標、会員拡大の構想について解説。
内容は重厚で充実した小会議であった。
　16時45分よりヴェルサイユの間で

「 ガバナーお帰りなさい！」の声で始
まった合同例会で森川ガバナーは「 ミ
ッション1.5について仲間、同僚、各
種団体、学生等に垣根を越えて新し
い会員の勧誘をしてほしい 」と言及。

●小会議●左から板倉2R-3ZC、福井2RC、森川ガバナー、北見2R-1ZC、押尾2R-2ZC
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GET地区コーディネーター
エクステンション（GET）委員会

委員長

石　橋　昭　仁L
（三浦LC）

GST地区コーディネーター
奉仕活動推進・こどもの未来・
青少年育成（GST）委員会委員長

小　林　　　誠L
（甲府富士LC）

WYPT地区コーディネーター
女性・若手特別（WYPT）委員会

委員長

鳥　居　眞　弓L
（大和中央シティLC）

GMT地区コーディネーター
会員拡大・退会防止（GMT）

委員会委員長

德　永　三　朗L
（横浜金港LC）

GLT地区コーディネーター
指導力育成（GLT）委員会

委員長

佐　藤　芳　織L
（小田原LC）

2025年〜2026年度 委員長ご紹介

鈴　木　慎　二L
（笛　吹LC）

（特別）一般社団法人
サポート委員会委員長

中　野　達　夫L
（横浜中央LC）

（特別）ライオンズの未来
委員会委員長

（特別）R・Z再編・次期政策
検討委員会委員長

出　川　渓　二L
（川崎田島LC）

第72回地区年次大会
委員会委員長

尾　形　慶　三L
（横浜おおとりコスモポリタンLC）

第72回地区年次大会実行
委員会委員長

岩　城　浩　眞L
（横浜サンセット21LC）

IT・広報マーケティング
委員会委員長

日下部　洋　史L
（横浜戸塚中央LC）

地区ニュース委員会
委員長

山　田　博　之L
（茅ヶ崎グリーンLC）

総務委員会
委員長

大会参加委員会
委員長

佐　藤　明　人L
（厚木LC）

片　岡　淳　一L
（横浜おおとりコスモポリタンLC）

YCE・国際協調委員会
委員長

加　藤　雅　光L
（横浜みなと−馬車道LC）

LCIF・公益財団法人日本
ライオンズ委員会委員長

薬物乱用防止・クエスト
委員会委員長

戸　田　則　男L
（川崎朋友LC）

立　山　和　也L
（小田原白梅LC）

糖尿病・四献・いのちの電話
委員会委員長

辻　井　祐　幸L
（藤沢ライフLC）

会則・会員委員会
委員長

金　田　雅　明L
（横浜ポートヒルLC）

緊急支援・アラート委員会
委員長

五　味　勝　己L
（甲府シティLC）
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釼持　將右L
①髙木　立L
　小松正浩L
②6R-1Z
　小田原松風LC
③1976年11月20日
④（株）釼持塗料店
⑤代表取締役　社長
⑥ゴルフ
⑦2025年5月

稲村　健幸L
①佐々木洋二L
②7R-3Z
　海老名飛鳥LC
③1975年10月19日
④ザ・ウィングス海老名
⑤総支配人
⑥釣り・ゴルフ
⑦2025年7月

髙橋　眞弓L
①佐伯政幸L
②6R-2Z
　南足柄LC
③10月13日
④ラウンジ　レモン
⑤オーナー
⑥旅行
⑦2025年7月

宍戸　哲也L
①櫻井貴裕L
②8R-1Z
　藤沢LC
③1974年6月4日
④（株）プライムアジア
⑤代表取締役
⑥魚釣り
⑦2025年6月

高橋　貴之L
①櫻井貴裕L
②8R-1Z
　藤沢LC
③1968年10月15日
④Marin企画合同会社
⑤オーナー
⑥ゴルフ
⑦2025年6月

今井美紀子L
①塚本昌紀L
②8R-1Z
　藤沢LC
③5月13日
④藤沢市議会
⑤市議会議員
⑥映画鑑賞・ボウリング
⑦2025年7月

㓛刀　和彦L
①入倉隆夫L
②10R-3Z
　南アルプスLC
③1974年9月4日
④（有）㓛刀リース
⑤代表取締役
⑥ゴルフ・旅行
⑦2025年7月

杉﨑　茂夫L
①水村好男L
②7R-3Z
　海老名飛鳥LC
③1960年1月27日
④（株）建築のひら木
⑤代表取締役
⑥ゴルフ
⑦2024年11月

押切　陽介L
①高堰勇輝L
②3R-4Z　　　　　

横浜東戸塚LC
③1980年7月30日
④（株）キンダーコネクト
⑤代表取締役
⑥サッカー
⑦2025年7月

髙橋　幸治L
①櫻井貴裕L
②8R-1Z
　藤沢LC
③1972年11月16日
④（株）櫻井興行
⑤飲食事業部　部長
⑥スキー・スノーボード
⑦2025年6月

杉本　修一L
①塩澤　満L
②10R-1Z
　甲府北LC
③1951年1月12日
④日昇電気工業（株）
⑤代表取締役
⑥ゴルフ
⑦2025年7月

内田　福子L
①清水竹生L
②1R-2Z
　横浜中央LC
③11月19日
④住友生命保険相互
　会社 横浜支社 横浜

駅前支部
⑤組織リーダー
⑥ゴルフ・剣道
⑦2025年7月

志村　佳紀L
①齋城好司L
②10R-1Z
　竜王LC
③1985年6月6日
④（株）アルミッシュ
⑤代表取締役
⑥ゴルフ
⑦2025年7月

清水　絵美L
①清水洋子L
②8R-3Z
　相模原LC
③8月8日
④ひよこ第3保育園
⑤主任
⑦2025年6月

石川　亮太L
①末武俊康L
②1R-2Z
　横浜伊勢佐木LC
③1988年2月18日
④（株）gatX
⑤代表取締役　社長
⑥アウトドア
⑦2025年7月

青木　明子L
①舞原伸二L
②9R-1Z
　横須賀LC
③1月21日
④朝日生命保険相互

会社
⑤所長
⑦2025年7月

南　　裕樹L
①櫻井貴裕L
②8R-1Z
　藤沢LC
③1979年12月20日
④（株）firepit
⑤代表取締役
⑥サーフィン
⑦2025年6月

有田　康子L
①斉藤達也L
②3R-2Z
　横浜みどりLC
③12月2日
④（株）R&R.CO
⑤代表取締役
⑥旅行（国内・海外共）
　人と会うこと
　ファッション・イン

テリアが好き
⑦2025年6月

長本　眞穗L
①倉橋正美L
②7R-3Z
　海老名飛鳥LC
③9月26日
④（有）ゆたか典礼
⑤代表取締役
⑦2025年1月

矢野　二郎L
①佐伯政幸L
②6R-2Z
　南足柄LC
③1959年5月26日
④足柄ハリカ（有）
⑤代表取締役
⑥模型作り
⑦2025年7月

柳　　美慶L
①坂本治子L
②4R-1Z
　川崎南LC
③10月16日
④韓国家庭料理「イモ」
⑤経営者
⑥旅行・ゴルフ
⑦2025年7月

長岡　弘樹L
①高根沢勉L
②1R-2Z
　横浜中央LC
③1972年10月29日
④コレカ・トータル
　デザインクオリティ
⑤代表
⑥旅行・水泳・書道・
　撮影
⑦2025年7月

塩島　慶久L
①小林　力L
②10R-1Z
　竜王LC
③1978年11月23日
④AIコンサルタント（株）
⑥バイク・ゴルフ
⑦2025年7月

片倉　七重L
①直井　陽L
②8R-3Z
　相模原LC
③7月25日
④片倉葬祭店
⑥料理
⑦2025年6月

小圷　謙一L
①芦名　毅L
②1R-2Z
　横浜伊勢佐木LC
③1973年4月7日
④合同会社オープンドア
⑤代表
⑥キャンプ
⑦2025年7月

中谷　泰久L
①天野　彰L
②10R-1Z
　竜王LC
③1970年8月31日
④（株）エヌハウス
⑤代表取締役
⑥旅行
⑦2025年7月

田中　孝幸L
①待田靖次L
②3R-2Z
　横浜ひかりLC
③1976年10月28日
④日産証券（株）
⑤課長
⑥スポーツ観戦
⑦2025年5月

新 入 会 員 ご 紹 介

岩崎　勝利L
①櫻井貴裕L
②8R-1Z
　藤沢LC
③1973年1月15日
④（株）ENISIRE
⑤代表取締役
⑦2025年6月

NEW MEMBER
①スポンサー名  ②クラブ名  ③生年月日  ④勤務先  ⑤役職  ⑥趣味  ⑦入会年月
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森川吉孝地区ガバナー同行記
●横浜中央市場LC
　10月5日（日）、清々しい朝を迎え
たワールドライオンズ奉仕デー。森川
吉孝地区ガバナー、鈴木 忍キャビネッ
ト幹事、三井寿浩キャビネット会計は、
最初に1R-3Z横浜中央市場LC（小山
正和会長）の清掃活動を視察するため、
8時30分に横浜大通り公園の噴水広
場に集合。このアクテビティは4年継
続している活動であり、特色としては、
最初にラジオ体操をしてから清掃活動
に取り掛かる。ガバナーチームも思い
出しながら、ラジオ体操に参加した。

した。今年はメンバー約40名と横浜
市立大学の学生3名が参加。天気にも
恵まれ、大勢の人で賑わう海の公園で
の奉仕活動は広い世代へのアピールに
つながった。
●鎌倉LC
　12時に訪日外国人であふれかえっ
ているJR鎌倉駅東口へ。9R-2Z鎌倉
LC（島本栄太郎会長）による（公財）日
本盲導犬協会の募金活動を視察した。
当日10時から16時までの長時間の活
動だったが、クラブで主催している鎌
倉LC旗争奪少年野球リーグから8チ
ームのメンバーが順次応援に駆けつけ

●横浜戸塚LC
　次に、10時から12時までJR戸塚
駅のトツカーナモール前デッキにおい
て、3R-1Z横浜戸塚LC（鈴木令子会
長）による、今年度で7・8年続いてい
る（公財）日本盲導犬協会に対する募金
活動を視察。神奈川県ボーイスカウト
日本連盟にもお手伝いいただき、元気
よく声を張り上げながら活動していた。
寄付額は5万円であった。
●2R-1Z・2Z合同
　11時20分に金沢区海の公園に到
着。2R-1Z・2Zが合同で取り組んで
いる公園清掃と花壇の植栽活動を視察

奉仕奉仕奉仕奉仕
ワールドワールドワールドワールド

森川地区ガバナー、内藤第1 副地区ガバナー、井田第2副地区
ガバナーは3班に分かれて、 330-B地区の各地域で行われた
奉仕活動を巡回視察し激励 した。

●横浜中央市場LC

●2R-1Z・2Z合同

●2R-1Z・2Z合同 ●鎌倉LC

●横浜戸塚LC
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て来てくれて、総勢100名以上の参加
となった。子どもたちの活気に満ちた
明るい声が駅前に響きわたり、寄付す
る方も、笑顔で募金箱に入れていたの
が印象的であった。
●8R-1Z合同
　13時30分、JR辻堂駅東口・西口
において、藤沢LC（青木明彦会長）・藤
沢湘南LC（守谷玲太会長）・藤沢中央
LC（岡 美佐子会長）・藤沢ライフLC（樋
口 聡会長）・藤沢アクティLC（川口重
幸会長）の8R-1Z5クラブ合同による
清掃活動を訪問。12時30分から14
時30分まで延べ35名が参加し、駅周

央会長）へ。16時より17時まで、伊勢
佐木モール入口にて、「 モール内で自転
車を運転しながらの携帯利用の禁止 」

「 本来押して歩かなければいけない 」
など自転車利用者に向けて交通安全と
しての啓蒙活動をしていた。当日は、
伊勢佐木警察署の飯沢警部と平川婦警
両名の協力のもと、ビラを配りながら
通行人に安全運転を呼び掛けていた。
　取材：地区ニュース

　副委員長　 L新井　宏次
　撮影　　　〃

アドバイザー　L近野　照彦

辺の広範囲にわたって額に汗を流しな
がら清掃活動を頑張っていた。
●横浜みなと−馬車道LC
　15時、JR桜木町駅前広場。1R-4Z
横浜みなと−馬車道LC（堀井俊之会長）
は5年前より行っている神奈川県赤十
字血液センターの献血活動を10時か
ら16時まで行った。午前中献血者は
16名であったが、皆さん声を張り上げ
て頑張ったので、午後には目標の50
名に達した。
●横浜サンセット21LC
　最後は、森川ガバナーが所属する
2R-3Z横 浜 サ ン セ ット21LC（岡 本 

デデーーデデーー
ライオンズライオンズライオンズライオンズ

森川地区ガバナー、内藤第1 副地区ガバナー、井田第2副地区
ガバナーは3班に分かれて、 330-B地区の各地域で行われた
奉仕活動を巡回視察し激励 した。

●横浜みなと−馬車道LC

●横浜サンセット21LC ●横浜サンセット21LC

●横浜みなと−馬車道LC●8R-1Z合同
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内藤修也第1副地区ガバナー同行記
　10月5日（日）7時、内藤修也第1副
地区ガバナー、大澤玲子6RC、田村洋
一キャビネット副幹事、榎田 成キャビ
ネット副幹事が、ワールドライオンズ
奉仕デーの活動現場を訪問するため秦
野駅前に集合した。
●秦野LC
　秦野LCが毎年行っている「 駅をみ
んなでピカピカ運動 」に参加するため
に、この日も駅前には、高橋昌和秦野
市長、市役所職員、市内中学生など、
清掃活動を行うため多くの人が集まっ
ていた。高橋市長からは激励の挨拶を
いただいた。
●秦野丹沢LC
　その後、8時に秦野丹沢LCが花壇整
備と草刈活動を行っている水無川上流
へ向かった。早朝は曇り空だったが、こ

行っている本厚木駅前へと向かった。
日曜日のお昼前という多くの人の動き
がある中で盲導犬募金活動を行った。
●海老名飛鳥LC
　12時に海老名飛鳥LCが支援活動を
行う児童ホームに向かった。ここでは
青少年育成活動として、流しそーめん
をしたり、フランクフルトを焼いたり
と子どもたちと楽しい時間を過ごした。
この活動は初めての試みでクラブとし
てさらに良い活動へ発展させていきた
いと話していた。
　1日同行取材をさせていただき、各
クラブの活動から新たな気づきや学び
を得て充実した1日となった。
　奉仕活動にご参加いただいた皆様お
疲れ様でした。
　取材・撮影：地区ニュース

委員　L山口　貴弘

の頃には青空が見え晴天になっていた。
●南足柄LC
　続いて、9時に南足柄LCが草刈り清
掃活動を行っている現場へ向かった。
草刈り機を使用して、夏の間に草が伸
びてしまった場所を重点的に刈ってい
く作業を行っていた。
●小田原白梅LC
　その後、10時から小田原白梅LCが
清掃活動を行う、小田原アリーナへ向
かった。例年は御幸浜で活動を行って
いたが、砂浜のクリーンアップは他団
体でも行っていただいていることから、
本年は場所を変えての実施となった。
活動には、湘南ベルマーレフットサル
クラブとジュニアクラブも参加し、か
なり大掛かりな清掃活動が行われた。
●厚木もみじLC
　11時過ぎに厚木もみじLCが活動を

●秦野LC

●小田原白梅LC●南足柄LC

●厚木もみじLC ●海老名飛鳥LC

●秦野丹沢LC
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井田 渉第2副地区ガバナー同行記
　10月5日（日）井田 渉第2副地区ガ
バナーは、平賀新也10RCと山梨県内
で行われているワールドライオンズ奉
仕デーの活動を視察された。
●甲府舞鶴LC
　初めに、甲府舞鶴LCが清掃活動を行
う甲府市上石田地区に向かった。7時
から清掃活動をしていた甲府舞鶴LC
のメンバーに「 早朝よりご苦労様で
す 」と声を掛け激励された。
●甲府若葉LC
　続いて、南西第一公園周辺の清掃活
動を行う甲府若葉LCと合流し、「 公園
の利用者さんたちに喜ばれると思いま
す 」と感謝を伝えた。
●甲府南LC
　次に、甲府南LCが清掃活動をしてい

●笛吹LC
　続いて、笛吹市の石和温泉駅周辺で
清掃活動を行う笛吹LCと合流した。

「 気温が上がり暑くなってきたので、
水分補給と体調管理をしながら活動し
てください 」と、メンバーの身体を気
遣われた。
●11R-2Z合同
　最後の視察をするため、富士吉田市
下吉田地区に向かった。清掃活動をす
る11R-2Zのメンバーと合流し、「 ゾ
ーンで活動されて、横のつながりがあ
ることはとてもうれしく思います。こ
れからも多くの人を巻き込んで活動し
てください 」と感謝された。
　取材・撮影：地区ニュース

副委員長　L中西　将志

る舞鶴城公園周辺に向かった。「 歩道に
生い茂る草がなくなると小さいお子さ
んたちも歩きやすくなると思う。頑張
ってください 」と激励された。
●甲府中央LC
　甲府駅前で、学生ボランティアと清
掃活動をする甲府中央LCでは、「 学生
とのワールドライオンズ奉仕デーの活
動に感謝します。ガバナーテーマにぴ
ったりな活動でうれしい 」と笑顔で挨
拶された。（写真は表紙）
●南アルプスLC
　甲府市から場所を移し、南アルプス
市役所で清掃活動を行う南アルプスLC
では、「 大勢のメンバーの方たちが集ま
ってくださり団結力を感じます。頑張
ってください 」と激励された。

●甲府舞鶴LC

●甲府南LC ●南アルプスLC

●笛吹LC ●11R-2Z合同

●甲府若葉LC
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2024〜2025年度

夏期YCE活動報告＆帰国報告会

　 夏 期YCE活 動 は、来 日 生 が7月
24日（木）に全員来日。即日ホスト
ファミリー宅へホームステイ。29日

（火）よりキャンプイン。東京エリア
を中心に歴史・文化を体験してもらい
ました。
　①オープニングCamp池上本門寺
2泊、②セカンドCamp上野2泊、③
メインCampオリンピックセンター
6泊をキャンプ地として活動しまし
た。池上本門寺では早朝5時から読
経、昼間は写経や仏教についての説明
を受けました。富士山・河口湖・鳴沢
氷穴の1日観光や横浜市庁舎・中華街
の1日見学等。そして東京観光（浅草、
国立博物館等）では日本の中心街を見
学しました。

　来日生はアメリカ、カナダ、ペル
ー、クロアチア、スイス、オランダ、
イギリス、スペイン、ロシアから合
計18名が参加し、8月8日（金）にフ
ェアウェルパーティーを行い、翌9
日（土）に無事帰国し、17日間の夏期
YCE活動を終了しました。
　9月7日（日）には、ホテル・ザ・ノ
ット・ヨコハマにて日本から派遣した
YCE生の帰国報告会を開催。森川吉
孝地区ガバナー、倉田雅史前地区ガ
バナー、井田 渉第2副地区ガバナー、
330複合地区YCE委員会、YCE・国
際協調委員会、ホストクラブ、ご家族
同席にて行いました。

　330-B地区からは冬期マレーシア
へ1名、春期タイへ2名とグアムへ1
名、夏期アメリカへ2名の合計6名が
派遣されました。報告会では、参加さ
れた3名に現地での体験談や感想を
発表していただき、学業の都合で当日
出席できなかった3名は報告書のみ
の発表となりました。
　皆さん派遣前と帰国後とでは格段
の成長が見られ、有意義な経験が得ら
れたことに、委員会としてこの事業に
よる成果を改めて実感したところで
す。
　YCE・国際協調委員会

前期委員長　L岩本　和博

YCE・国際
協調委員会

委員会報告

●帰国報告会

●池上本門寺にて

●シーバスにて山下公園へ

●山梨県鳴沢氷穴

20



総合解体工事・アスベスト除去工事
人にやさしい環境を

株式会社 トラスト

代表取締役　鈴木　忍
（横須賀ライオンズクラブ所属）

〒238-0024　横須賀市大矢部5-10-7
TEL.046-854-5560　FAX.046-854-5563

URL：http//trust-kaitai.com

代表取締役社長　大滝　靖生代表取締役社長　大滝　靖生代表取締役社長　大滝　靖生

小児がんのこどもたちへ

フルウィッグのプレゼント

　8月28日（木）、WYPT委 員 会 の
鳥居眞弓委員長は、岩﨑絹代副委員長
と共に、神奈川県立こども医療センタ
ーの小児がんセンターを訪問した。
　今回の訪問は一昨年末から始まっ
たウィッグ贈呈活動の第2回目であ
り、大きさや頭の形に合わせたフルウ
ィッグを3セットプレゼントした。
　現在、同センターには0歳から18
歳までの約40人の子どもたちが入院
しており、化学療法や放射線治療の影
響で、脱毛を経験する子どもも少なく
ない。特に女の子にとっては外見の
変化が精神的な負担となり、周囲から
の心ない言葉やいじめに発展するケ
ースもあり、深刻な課題となってい
る。

　専従看護師の大倉貴和看護師は
「 前回のウィッグ贈呈から継続してご
支援いただき、心より感謝しておりま
す。現場ではまだまだ数が足りてい
ない状況ですので、今後ともご支援を
よろしくお願いいたします。今回、フ
ルウィッグを受け取った子どもたち
の笑顔が目に浮かびます 」と語った。
　鳥居委員長は「 今年度末までに、さ
らに3セットのフルウィッグを贈呈

する予定です 」と述べた。
　その後、神奈川県立こども医療セン
ターの総長である黒田達夫先生のも
とを訪ね、黒田総長からは「 ライオン
ズの皆様の心温まるご支援にいつも
感謝しております 」との言葉をいた
だき、贈呈式は温かい雰囲気の中で幕
を閉じた。
　取材・撮影：地区ニュース

副委員長　L新井 宏次

女性・若手特別
（WYPT）委員会

委員会報告

●
フ
ル
ウ
ィ
ッ
グ

●シーバスにて山下公園へ
●大倉専従看護師（右）にフルウィッグをお渡しし、お話を伺う ●黒田総長（左）を訪ね活動を報告

●山梨県鳴沢氷穴
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　9月23日（火・祝）6R内の高校に
通学ならびに在住の高校生を対象と
した、小田原LC主催 【 第41回イン
グリッシュ・スピーチ・コンテスト 】
が小田原三の丸ホール小ホールにて
開催された。
　この事業は青少年育成の一環とし
て開催されており、本年はコロナ以降
で開催の上限人数となる25名の学生
が参加した。
　コンテスト前には小田原LC田中裕
介会長、小田原市長・加藤憲一様、森
川吉孝地区ガバナーから激励の言葉
を込めたご挨拶をいただいた。
　コンテストでは、「 国際問題 」「 い
じめ問題 」「 スポーツ 」「 趣味 」など、
若者ならではの感性や、各々の日頃感
じたテーマを英語で発表した。スピ
ーチをしている姿を見ると若者なが
らに頼もしく思えた。
　今回の優勝者は明徳学園相洋中高
等学校2年・渋谷 煌さん、準優勝は
秦野総合高等学校3年・比留川奈美さ
ん、小田原市長賞は東海大学付属相模
高等学校1年・奥村美鶴稀さん、小田
原LC会長賞は小田原高等学校1年・
浅野華音さん。ご入賞された皆様、お
めでとうございました。

ご協力いただいた皆様におかれまし
ても、心より感謝申し上げます。
　取材：地区ニュース

委員　L山口　貴弘

　撮影：6R-1Z　小田原LC

L白川　秀信

　また、コンテスト終了後、内藤修也
第1副地区ガバナー、井田 渉第2副
地区ガバナーから講評が行われ、参加
された生徒や関係者の皆様にエール
が送られた。
　エントリーされた皆様にはかけが
えのない財産となる舞台が用意され、

小田原LC主催
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厚生労働大臣表彰状を拝受厚生労働大臣表彰状を拝受
献血運動推進協力団体として

　8月4日（月）、汗ほとばしる真夏日
の横浜。日本赤十字社神奈川県支部で
行われた表彰状の伝達式に出席。
　横浜金港LCの、長きにわたる会員の
方々の献血推進活動が認められ、2025
年度の献血運動推進協力団体として厚
生労働大臣表彰状を拝受しました。
　当クラブは、1971年（昭和46年）4
月10日横浜東LCをスポンサークラブ
とし、横浜駅東口や横浜みなとみらい
21地区、市民の食卓を支える世界中か
ら新鮮な水産物や青果物が集まる横浜
市中央卸売市場が所在する横浜市神奈
川区近郊を拠点とし、330-B地区90
番目のクラブとして結成され、今年度
55周年を迎えます。
　私どもは「 献血例会 」として、これ
まで定期的に横浜市中央卸売市場で献

血活動を続けてきたほか、神奈川大学
や関東学院大学といった、横浜に拠点
のある大学のキャンパスでも献血の呼
び掛けを行っており、発足当初から日
本赤十字社の献血推進活動に注力して
まいりました。
　しかし、少子化で献血可能人口が減
少している中、近年は特に仕事や家事
で献血する時間を確保できないなどの
理由により、20代から30代の方々の
献血の割合が減少傾向にあります。
　昨年、リーグ戦3位から下剋上でシ
リーズ優勝を決めた横浜DeNAベイス
ターズが開催した子ども向けイベント
に合わせて設置された献血ブースの運
営に当クラブも協力しましたが、非売
品の球団グッズを限定数配布する記事
を神奈川県赤十字血液センターがSNS

に投稿したところ、20万を超える閲覧
がありました。当日は受付開始後10
分で整理券がなくなる大きな反響があ
り、総受付数の4分の1が30代の方
でした。こういったことが、減少傾向
にある年代が「 献血 」をする大きな

「 動機付け 」になります。
　この度の表彰は、20年以上献血活動
に協力した企業・団体に贈られるもの
であり、クラブ発足から半世紀+5年、
長年の横浜金港LCの功績が称えられ、
活動に足跡をしるせました。
　これからも私どもは、諸先輩方が築
いてくださった「 伝統 」を守りつつ、
時代に合った方法を模索し、献血推進
を活性いたします。
　1R-1Z　横浜金港LC

前会長　L片山　　響

横浜金港LC

●エリアを拡げて献血活動実施中
　横浜中央卸売市場（右上）、関東学院大学（右下）、神奈川大学（左下）
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市と共催で、フードドライブ活動継続中市と共催で、フードドライブ活動継続中

　北杜LCは、子どもたちが夏休みに
入る直前のこの時期に、家庭や企業で
余っている食品を持ち寄り福祉施設
や生活困窮世帯に寄付する「 フード
ドライブ活動 」を実施してきた。
　この活動は4年前から夏と秋に実
施しているもので、今回も北杜市と共
催で行われた。
　本年7月の収集活動は、7月14日

（月）北杜市役所、7月15日（火）長坂
総合支所の２日間。会場のブースに
は市民や市役所の有志から届けられ
た食品のほか、この日は、山梨県教育
会北杜支部の皆さんからも缶詰めな
どの食品が大量に届けられた。

　今回は、米589.5kg、食料品195.5
kgの合計785kg、現金28,000円
が提供された。収集された食品・現金
は、北杜LCのメンバー8名と北杜市
職員4名で7月16日（水）にフードバ
ンク山梨に搬送された。
　北杜LCの長田誠治会長は「 北杜市
は、美味しい米の生産地です。その武
川米を今回は相当量寄付していただ
きました。夏休みは給食がなく、食べ
るのに困っている子どもたちがいま
す。ぜひこの米や食品を待ち望んで
いる世帯にフードバンク山梨から届
けてくださるようお願いします 」と
託された。
　取材・撮影：地区ニュース

副委員長　L長坂　　正

北杜LC

　提供していただいた市民からは
「 これまで提供したくても機会がなか
ったが、この度フードバンクを通して
この機会ができ、ありがたい 」とお話
しされていた。
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橋梁架設工事・耐震、補修工事・土木工事
重量品機器搬入据付工事・一般貨物運送

〒409-3813　山梨県中央市一町畑912-1 TEL 055-273-1771 FAX 055-273-1774梨県中央市 町畑912 1 TEL 055 273 1771 FAX

株式会社株式会社    中中 部部株式会社  中 部

19回を迎える19回を迎える「チャリティーほおずき市」「チャリティーほおずき市」
今や鶴見の夏の風物詩としてすっかり定着！

　7月12日（土）今年も横浜市鶴見
区の鶴見神社境内において、横浜鶴見
西LC主催による恒例の「 チャリティ
ーほおずき市 」が開催された。
　今回で19回目を迎える「 チャリテ
ィーほおずき市 」は、コロナ感染で過
去3年間ほど中止を余儀なくされた
ものの、今や鶴見の夏の風物詩として
すっかり定着した感がある。
　ほおずき市といえば「 浅草寺 」が
有名であるが、由来は約250年前の
江戸時代中期頃に始まったとされて
おり、かつてホオズキは薬として利用
され、子どもの虫封じや女性の癪（し
ゃく）に効くという俗信があった。ま
た「 鬼灯 」とも書き、鬼が火を灯して
邪気を払うともいわれており、現在で
はお盆の飾りとしても親しまれてい
る。

　鶴見神社氏子会なども参加協力し、
梅雨時とは思えない晴天の中、メンバ
ーやその家族などが朝早くからテン
ト張りなどの設営準備に汗を流し、開
始の10時には、かき氷や焼き鳥、フ
ランクフルト、蕎麦、唐揚げなどの模
擬店や、地元スーパーなどから寄付さ
れた雑貨等を販売するミニバザーな
どが出店し、赤い実を付けたほおずき
籠を楽しそうに選ぶ多くの人々や家
族連れで賑わった。
　今回は物価上昇により、1鉢2,000
円と昨年より多少値上げされたもの
の、14時ごろには用意したほおずき
300鉢が完売した。

　堀池大一郎会長は「 今年は若い人
の来場も多く、とてもよかった。ご協
力いただいた方々に感謝し、来年以降
も毎年恒例の企画として大切に続け
ていきたい 」と抱負を述べた。
　閉会の挨拶で田中準二実行委員長
は「 今年19回を迎えた『 ほおずき
市 』ですが、メンバー以外のたくさ
んの方々にもご協力いただき、けが
もなく無事に終われたことをうれし
く思います。これからも鶴見のライ
オンズクラブとして、地元のために奉
仕活動を続けていければと思います。
今回の様子は『 タウンニュース 』や

『 YOUテレビ 』などでも放送される
ので楽しみにしていてください 」と
締めくくった。
　取材・撮影：地区ニュース

副委員長　L田中　準二

横浜鶴見西LC
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〒210-0863 川崎市川崎区夜光一丁目7番9号 塩浜ビル301　E-mail：ishida@kensho-inc.co.jp　TEL.044-270-2275　FAX.044-270-2276

建設業許可 神奈川県知事許可（般-29）第78859号

建築・土木一式総合建設業
石　田　真　一取締役会長

（川崎臨海ライオンズクラブ所属）株式会社  建　匠

吉本会計事務所吉本会計事務所吉本会計事務所
「おかげさまで 創業50年」「おかげさまで 創業50年」「おかげさまで 創業50年」

所長・税理士　吉 本　晴 夫
（藤沢中央ライオンズクラブ所属）

〒251-0042　神奈川県藤沢市辻堂新町1-1-17　プレール湘南辻堂1401〒251-0042　神奈川県藤沢市辻堂新町1-1-17　プレール湘南辻堂1401
TEL 0466-36-8742（代表）　FAX 0466-35-5001　E-Mail yosimoto@aria.ocn.ne.jpTEL 0466-36-8742（代表）　FAX 0466-35-5001　E-Mail yosimoto@aria.ocn.ne.jp
〒251-0042　神奈川県藤沢市辻堂新町1-1-17　プレール湘南辻堂1401
TEL 0466-36-8742（代表）　FAX 0466-35-5001　E-Mail yosimoto@aria.ocn.ne.jp
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甲府若葉LC甲府若葉LC

小　尾　　　武小　尾　　　武
〒245-0006　神奈川県横浜市泉区西が岡1-31-20
TEL.045-814-5043　FAX.045-814-5047

E-mail. komatu5043@gmail.com

携帯 . 090-4626-0917

代　表　小　松　和　芳
（横浜戸塚中央 LC）

小松表具店小松表具店小松表具店

●発　　　行
　一般社団法人神奈川・山梨・伊豆大島 330-B地区
　ライオンズ　キャビネット事務局
　地区ニュース委員会
　〒231-0038
　横浜市中区山吹町1-7パークノヴァ伊勢佐木長者町201
　TEL.045-334-8670　FAX.045-334-8673
●発行責任者
　地区ガバナー　森川　吉孝

　8R　野田　　覚（茅ヶ崎グリーンLC）
　10R　中西　将志（甲府南LC）
　10R　長坂　　正（北杜LC）

●委　　員
　5R　池上　　仁（川崎巽LC）
　6R　山口　貴弘（山北LC）
　7R　渡部　　亮（平塚湘南LC）
　9R　髙橋真樹子（三浦LC）
　11R　高野　政仁（勝沼・大和LC）

●編集責任者・委員長
　8R　山田　博之（茅ヶ崎グリーンLC）

●アドバイザー
　1R　近野　照彦（横浜梅櫻LC）
　2R　中井　弘明（横浜シーサイドLC）

●副委員長
　1R　新井　宏次（横浜LC）
　3R　田中　準二（横浜鶴見西LC）

ホームページアドレス
https://lions330-b.gr.jp/

Eメールアドレス
cab.desk@lions330-b.jp

●発　行　日　2025年10月31日
9・10月号

　ライオンズクラブに入会して22年に
なりました。その間11年目で地区ニュ
ース委員をやり、また11年ぶりで地区
ニュース副委員長に就任して、新たな一
歩を踏み出しました。
　以前の委員会はラインやSNSもなく
キャビネット事務局に集まり、毎月全員
で原稿のチェックをして校正をしていま
したが、今では委員会はズーム会議がで
きる時代になり、仲間たちとのグループ

ラインの活用もあり、便利になりました。
　また、前の委員会の時代に近野照彦ア
ドバイザーから刺激を受け、無理して買
った一眼レフを今回しまっておいた物置
から引き出しましたが、埃にまみれてい
ました。
　カメラの使い方をすっかり忘れていた
私ですが、聞きながらやっと使えるよう
になり、これからの取材に役立てられる
と思います。

地区ニュース委員会
副委員長

L新　井　宏　次
（1R-1Z　横浜LC）

編 集 後 記

LIONS CLUBS INTERNATIONAL DISTRICT 330-B JAPAN
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充実した士業サポート体制。不動産に関する全てをワンストップでお任せいただける不動産会社です。


